
 

宇陀市への転入・宇陀市からの転出に関する意向調査結果の概要 

 

 

◆ アンケート調査の概要 

調査期間：2024 年９月２日(月)～９月 20 日(金) ※回答期限後も回収は継続中 

調査方法：調査票への記入・Web 

調査対象：転入者アンケート：2023 年度に宇陀市に転入した世帯  175 世帯/665 世帯 

  転出者アンケート：2023 年度に宇陀市から転出した世帯 504 世帯/773 世帯 

 

回収数（※郵送回収分：10 月１日(火)到着時点、Web 回収分：10 月２日(水)12 時時点） 

  転入者アンケート：57 世帯 （回収率※：32.6％） 

  転出者アンケート：147 世帯 （回収率※：29.2％） 

 

◆ アンケート調査から得られた特筆的な結果 

全体   宇陀市の住みやすさへの評価は３年前と比較して向上。 

  転入者   転入理由は「住宅を購入」かつ「自然環境が良い」が多い。 

  ３年前と比較して 50 代以上の転入割合が増加。 

  転出者   転出理由は「就職・転職」、「結婚」が多い。 

  ３年前と比較して 20 代以下の転出割合が増加。 

  再転入するために必要な取り組みは「就職支援、斡旋、雇用創出の充実」を求める

意見が最も多く、次いで「子育て世帯への支援の充実」が多い。 

  結論   転入は、宇陀市の豊かな自然環境の中で老後を過ごすことを求めているとみられ

る 50 代以上が多い一方、40 代以下には転入先として選ばれていないとみられる。 

  転出は、就職や結婚を契機とした転出が多く、宇陀市の就業機会の少なさや、子育

て環境の魅力不足が 20～30 代の転出要因になっていると考えられる。 

◆ アンケート結果を踏まえて強化が必要と考えられる施策 

1-3-1 保護者のニーズに応じた子育てしやすい環境づくりを推進します 

  「すくすく子育て応援金支給事業」の支援内容の拡充等による若年層の転入促進 

2-2-2 移住・定住の促進強化 

  「子育て世代定住支援事業」や「定住促進奨励事業」等の周知による若年層の転入促進 

3-4-3 企業誘致を進めるとともに新たな産業の展開を支援します 

  「企業立地推進事業」の継続による就業機会の確保 
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参考資料 アンケート調査結果（一部抜粋） 

① 住みやすさ 

転入者のうち宇陀市について「住みやすい」「まあまあ住みやすい」と回答した割合は 78％

であり、2021(R3)年度（57％）と比較して約 21pt 増加している。 

また、転出者のうち宇陀市について「住みやすい」と回答した割合は 17％であり、2021(R3)

年度（10％）と比較して約 7pt 増加している。 

総じて宇陀市の住みやすさは 2021(R3)年度と比較して向上していると考えられる。 

 

 

 

 

 

図 宇陀市の住みやすさ（左：転入者、右：転出者） 
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② 転入理由 

転入理由のうち、１番目の理由をみると「住宅を購入」（24％）の割合が最も高い。 

「住宅を購入」を１番目の転入理由とした方の２番目以降の理由をみると「自然環境が良

い」の割合が高い。また、年齢階層は 50 代以上が 80％を占めている。 

 

＜R6＞  

 

図 転入理由 

 

図 「住宅を購入」を１番目の転入理由 

とした人の２番目以降の理由 

 

図 「住宅を購入」を１番目の転入理由とした人の年齢階層 
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③ 転入者の年齢階層 

転入者の年齢階層は 50 代以上が 59％を占め、2021(R3)年度（37％）と比較して約 22pt 上

昇している。転入者数が減少傾向にあるなかで、40 代以下の転入が減少し、相対的に 50 代以

上の割合が上昇している可能性がある。 

 

図 年齢階層 

 

④ 転出理由 

１番目の転出理由をみると「就職・転職」（28％）の割合が最も高く、次いで「結婚」（23％）

「通学・進学」（10％）が高い。2021(R3)年度と傾向に変化はなく、就職や結婚といったライ

フステージの変化を契機とした転出が多いとみられる。 

＜R6＞ 

 

図 転出理由 
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⑤ 転出者の年齢階層 

転出者の年齢階層は 20 代以下が 49％を占め、2021(R3)年度（27％）と比較して約 22pt 上

昇している。20 代以下の転出が相対的に拡大している可能性がある。 

 

図 年齢階層 

 

⑥ 再転入のために必要な取り組み 

宇陀市に再転入する予定があると回答した人は、主に「就職支援、斡旋、雇用創出」「子育

て世帯への支援」の充実を求めている。 

 

図 宇陀市への再転入のために必要な取り組み 
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 転入者アンケート 

 

図 転入者アンケート調査票（1/2）  
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図 転入者アンケート調査票（2/2） 
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 転出者アンケート 

 

図 転出者アンケート調査票（1/2）  
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図 転出者アンケート調査票（2/2） 
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